




















     おける顕示的消費」の開始 
３．ＬＶＭＨによるグッチ争奪から考える高度大衆消費社会におけ 




















































































































































































































































は最小限にとどめられ一般理論に組み入れられることはなかったハワードとシェス（J. A. Howard 





用いて地位志向的消費を研究したハヤカワとベニーリス（H. Hayakawa & Y. Venieris, 1977）32）、ラ
ンカスターの消費者理論を進展させたダグラスとイシャウッド（Mary Douglas & Baron Isherwood, 
1978）33）、ダグラスらの貢献を評価しつつ「消費布置連関（consumption constellations）」を提示し
たソロモンとアセル（Michael R. Solomon & H. Assael, 1987）34）、消費者が共同社会内部での相対的
地位表示財と顕示的消費行動に関する一考察 99
地位に関心をもつようになると消費支出が過剰なものとなり受け容れがたいほどの厚生上の損失を



































































































































































８：Mason, Roger, The Economics of Conspicuous Consumption: Theory and Thought since 1700, Edward Elgar 





９：Mason, Roger, Ibid., p.1. 





経済学的問題に関するいくつかの新原理の宣言（Statement of Some New Principles on the Subject of Political 
Economy, Exposing the Fallacies of the System of Free Trade and of Some Other Doctrines Maintained in the ‘Wealth 
of Nations’, 1834）』はヴェブレンに多大な影響を与えたとされる。その主張の力点は、虚栄的消費（the 
expenditure occasioned by the passion of vanity）の価値は、それが他人にとってどれだけ顕示的であるかの程
度によって、稀少であるか、高価であるか、もしくは贅沢であるかによって決まる。市場価格が下落すれ
ば、奢侈的生産物（luxury goods）の地位表示的価値（the status value of the product）は、価格の下落に応じ
て下落し、奢侈的生産物は地位表示を求める消費者に見放される。そうなると、地位表示的価値によって
ではなく正真正銘の効用によって、この奢侈的財を購入しようとする新たな消費者集団の需要が喚起され
ることになるであろう――というものであった。なお、ミル（John S. Mill, 1848）は『経済学原理』の中で
レーに賛辞を贈り、また奢侈的消費の理論についても課税政策の関連で関心を示した（Mason, Roger, Ibid., 
Chap.2）。 
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